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移
住
希
望
者
を

支
援
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

南
大
隅
町
は
、
美
し
い
海
、
豊
か
な
緑

な
ど
癒
し
効
果
に
あ
ふ
れ
た
生
活
環
境
を

備
え
て
い
る
町
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
の
波
は
本
町
に
も
容
赦
な

く
押
し
寄
せ
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

で
す
。

　

人
口
は
、
昭
和
25
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
減

少
が
続
い
て
お
り
、
平
成
27
年
国
勢
調
査

時
７
５
４
２
人
で
、高
齢
化
率
は
45
・
６
％

と
鹿
児
島
県
内
で
最
も
高
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

産
業
は
、
温
暖
な
気
候
や
自
然
環
境
を

活
か
し
た
第
一
次
産
業
が
中
心
で
す
が
、

就
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

本
町
で
は
平
成
27
年
10
月
に
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

１�

南
大
隅
町
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

２�
産
業
を
育
成
し
、
安
定
し
た
雇
用
を
創

出
す
る
。

３�

観
光
振
興
に
よ
り
交
流
人
口
を
増
や

す
。

４�

町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
る
。

　「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　
創
生
総
合
戦
略
」
の
基
本
目
標

根占（川北・川南）地区の街並み

　

本
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
基
本
目
標
を
達

成
す
べ
く
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
本
町
へ
移
住
を
希
望
す
る

方
々
へ
の
町
の
取
組
み
や
子
育
て
支
援
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
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南
大
隅
町
へ
の
移
住
を

考
え
て
い
る
人
に
対
す
る
支
援

　

子
ど
も
の
誕
生
を
祝
う
と
と
も
に
、
健

や
か
な
成
長
を
促
す
た
め
の
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

◇
支
給
額
　

①
第
１
子　

誕
生
時
に
５
万
円

②
第
２
子　

誕
生
時
に
10
万
円

③�

第
３
子　

誕
生
時
・
１
～
４
歳
到
達
時

に
各
10
万
円
（
総
額
50
万
円
）

④�

第
４
子
以
降　

誕
生
時
・
１
～
４
歳
到

達
時
に
各
20
万
円（
総
額
１
０
０
万
円
）

　

子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

保
育
料
を
助
成
し
ま
す
。

◇
助
成
額
　

①
第
１
子
と
第
２
子　

　

保
育
料
の
50
％

②
第
３
子
以
降

　

保
育
料
の
１
０
０
％

Ｐ
４
へ
続
き
ま
す
。

大輪島の佐多岬灯台

移
住
者
が
住
宅
を
新
築
・
購
入
す
る

場
合
の
支
援

　

70
歳
未
満
の
移
住
者
が
新
築
ま
た
は
中

古
住
宅
を
購
入
す
る
場
合
、
10
年
以
上
居

住
す
る
こ
と
を
条
件
に
建
築
費
ま
た
は
購

入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
居
住
さ
れ
る
地
域
や
家
族
構
成

等
に
よ
っ
て
助
成
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◇
助
成
額

①
町
内
業
者
に
よ
る
建
築

　

契
約
額
の
10
％
以
内

　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
：
１
０
０
万
円
）

②
町
外
業
者
に
よ
る
建
築

　

契
約
額
の
10
％
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
：
30
万
円
）

③
中
古
住
宅
の
購
入

　

契
約
額
の
10
％
以
内

　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
：
１
０
０
万
円
）

◇
加
算
額
　

①
地
域
加
算　

５
万
円
～
20
万
円

　

旧
神
山
校
区
以
外

②
家
族
構
成
加
算　

　

世
帯
員
１
人
当
た
り　
　

５
万
円

　

高
校
生
以
下
の
子
ど
も

　
　
　
　

１
人
当
た
り　
　

10
万
円

③
年
齢
特
例
加
算　

　

町
外
か
ら
移
住
す
る
申
請
者
が
40
歳
以

下
の
場
合
50
万
円

移
住
者
が
賃
貸
住
宅
に

居
住
す
る
場
合
の
支
援

　

町
内
の
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る
転
入
者

に
対
し
、
家
賃
の
一
部
を
入
居
月
か
ら
１

年
間
助
成
し
ま
す
。（
異
動
を
生
じ
る
者

は
対
象
外
）

◇
助
成
額

　

毎
月
の
契
約
家
賃
か
ら
住
宅
手
当
等
を

差
し
引
い
た
額
の
50
％
以
内

　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
：
２
万
円
／
月
）

移
住
者
に
対
す
る
支
援
制
度

南
大
隅
町
の
子
育
て
支
援
制
度

子
育
て
支
援
特
別
手
当
の
支
給

学
校
給
食
費
の
軽
減

　

食
材
の
購
入
費
用
を
町
が
一
部
負
担
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
立
の
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
の
給
食
費

を
軽
減
し
ま
す
。

◇
給
食
費
負
担
額
（
月
額
）

　

一
律
１
千
円
／
１
人

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

保
育
料
の
助
成

　

子
ど
も
の
健
康
増
進
、
子
育
て
世
代
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
18
歳
に
到
達
し
た
年

度
末
ま
で
の
子
ど
も
に
か
か
る
医
療
費
を

全
額
助
成
し
ま
す
。

今
後
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

　

今
後
も
子
育
て
支
援
先
進
地
と
し
て
、

「
子
育
て
す
る
な
ら
南
大
隅
町
で
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
、

移
住
・
定
住
者
の
増
を
図
る
た
め
、
各
種

支
援
事
業
を
充
実
・
拡
充
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

町
内
宿
泊
施
設
を
利
用
し
、
本
町
の
現

状
を
自
ら
視
察
・
確
認
す
る
た
め
の
旅
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◇
助
成
額　
旅
費
経
費
の
50
％

　
　
　
　
　
（
上
限
：
５
万
円
）
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空
き
家
の
所
有
者
が
行
う

改
修
に
対
す
る
助
成

　

賃
貸
希
望
者
が
確
実
に
い
る
場
合
に
限

り
、
町
内
事
業
者
が
施
工
す
る
貸
付
の
た

め
の
改
修
に
対
す
る
費
用
（
浄
化
槽
設
置

は
除
く
）
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◇
助
成
額

　

改
修
に
要
し
た
費
用
の
50
％
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
：
25
万
円
）

※
浄
化
槽
設
置
に
つ
い
て
は
、
別
に
支
援

　

制
度
が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に

　
　
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

　

南
大
隅
町
で
は
、
移
住
者
に
限
ら
ず
本

町
で
生
活
し
た
い
と
い
う
人
た
ち
を
支
援

す
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
設
置

し
て
い
ま
す
。空
き
家
バ
ン
ク
制
度
で
は
、

賃
貸
や
売
買
を
希
望
さ
れ
て
い
る
空
き
家

等
の
情
報
集
約
、
情
報
発
信
を
行
い
、
南

大
隅
町
へ
の
移
住
・
定
住
を
応
援
し
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
に
開
始
し
た
空
き
家
バ

ン
ク
に
は
、
こ
れ
ま
で
、
91
件
登
録
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
６
月
末
現

在
で
75
件
の
賃
貸
ま
た
は
売
買
が
成
立
し

て
い
ま
す
。

　

誰
か
に
借
り
て
も
ら
い
た
い
け
ど
、「
直

ぐ
に
住
め
る
状
態
で
は
な
い
」、「
家
の
中

に
は
家
財
道
具
が
い
っ
ぱ
い
」
な
ど
気
に

な
る
人
に
対
し
て
も
南
大
隅
町
で
は
次
の

と
お
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
住
ま
な
く
な
っ
た
家
を
空
き

家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

◇
注
意
事
項　

　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
者
と
移
住
等

の
希
望
者
と
の
連
絡
調
整
は
行
い
ま
す

が
、諸
条
件
等
の
交
渉
や
契
約
に
つ
い
て
、

町
は
関
与
で
き
ま
せ
ん
。

空
き
家
の
所
有
者
で
は
な
く
、

地
域
住
民
で
組
織
す
る
団
体
等
が

行
う
改
修
に
対
す
る
助
成

◇
助
成
額

　

改
修
に
要
し
た
費
用
の
50
％
以
内

　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
：
１
０
０
万
円
）

※
支
援
内
容
は
所
有
者
が
行
う
場
合
と
同

　

じ
で
す
が
、
上
限
額
が
異
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
設
置
に
対
す
る
助
成

　

合
併
浄
化
槽
を
推
進
す
る
た
め
、
浄
化

槽
の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◇
助
成
額

①
５
人
槽　

33
万
２
千
円

②
７
人
槽　

41
万
４
千
円

③
10
人
槽　

54
万
８
千
円

◇
加
算
額

①
単
独
浄
化
槽
撤
去　

９
万
円

②
単
独
か
ら
合
併
浄
化
槽　

５
万
円

③
汲
み
取
り
か
ら
合
併
浄
化
槽　

10
万
円

空
き
家
の
家
財
道
具
等
の

搬
出
に
対
す
る
助
成

　

空
き
家
に
残
存
し
て
い
る
家
財
道
具
等

の
搬
出
及
び
運
搬
に
要
す
る
費
用
の
全
額

ま
た
は
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
搬
出
等
の
業
務
を
町
が
指
定

し
た
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
業

者
に
委
託
す
る
こ
と
が
条
件
で
、
処
分
料

は
、
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◇
助
成
額　
対
象
経
費
の
１
０
０
％

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
額
：
５
万
円
）

町
民
の
皆
様
の

　
　
　
協
力
が
必
要
で
す
　

　

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

お
住
い
の
近
く
に
あ
る
空
き
家
に
電
気
が

灯
れ
ば
、
近
く
か
ら
子
ど
も
の
声
が
聞
こ

え
て
く
れ
ば
。
ま
た
、「
生
ま
れ
育
っ
た

地
域
（
自
治
会
）
に
帰
っ
て
生
活
し
た
い
」

と
思
っ
て
、
住
宅
を
探
し
て
い
る
人
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
外
に
お
住
い
の
空
き
家
の
所
有
者
や

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
検
討
さ
れ
て

い
る
親
戚
・
友
人
な
ど
に
、
本
町
の
支
援

制
度
や
魅
力
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
就
農
や
起
業
を
希
望
す
る
移
住

者
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
移
住
に

つ
い
て
の
総
合
相
談
員
を
役
場
企
画
課
に

設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

役
場　

企
画
課　

　
　
　
　
　

℡
24
―
３
１
１
３
（
直
通
）

佐多伊座敷漁港周辺
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南
大
隅
町
夏
祭
り
の
皮
切
り

と
し
て
、
町
地
区
の
伝
統
行
事
で

あ
る
祇
園
宮
八
坂
神
社
の
祇
園

祭
が
７
月
29
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
荒
っ
ぽ
い
動
作
が

特
徴
で
、
早
く
神
輿
を
外
に
出
せ

と
、
若
い
衆
が
社
の
板
壁
を
壊
し

て
い
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
大
鉾
と
大
傘
が
先

導
し
、
約
50
人
の
男
衆
が
交
代
で

神
輿
を
担
ぎ
、
子
ど
も
神
輿
や
賑

や
か
な
山
車
も
続
き
約
５
時
間
、

町
地
区
の
家
々
や
商
店
街
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。
待
ち
受
け
る
家

で
は
、
力
水
を
勢
い
よ
く
か
け
、

家
内
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

こ
の
祇
園
祭
は
、
永
年
ま
ち
一

統
会
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す

が
、
会
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
担

ぎ
手
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
町
内
外
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
大
い
に
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。

祇園宮八坂神社の
祇園祭

神輿を担いだ男衆神輿を先導する大鉾と大傘

練り歩く子ども神輿八坂神社の板壁を打ち破る若い男衆
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供用が開始された公園エントランスの全景

　

佐
多
岬
公
園
は
、
平
成
25
年
５
月
、
旧
展
望
所
の

解
体
工
事
を
終
え
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
環
境
省

と
鹿
児
島
県
、
本
町
が
明
確
な
役
割
分
担
を
行
い
、

本
格
的
な
再
整
備
が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
北
緯
31
度
線
広
場
、
北
緯
31
度
線
記

念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
第
２
駐
車
場
、
案
内
標
識
、
旧

レ
ス
ト
ラ
ン
跡
か
ら
展
望
広
場
ま
で
の
木
道
等
の
整

備
に
つ
い
て
も
、当
初
の
計
画
通
り
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
公
園
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
」
が
整
備
を
終
え

７
月
22
日
、
供
用
開
始
を
祝
う
記
念
式
典
が
佐
多
岬

へ
向
か
う
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
の
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
滑
川
地
区
女
性
会
に
よ
る

郷
土
芸
能
「
木
遣
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
三
反
園
訓
知
事
、
森
山
ひ
ろ
し
衆
議

院
議
員
、
柴
立
鉄
彦
県
議
会
議
長
、
鶴
田
志
郎
県
議

会
議
員
を
は
じ
め
、関
係
者
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
代
表
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
は
ま
ゆ
う

保
育
所
園
児
に
よ
る
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
、
公
園

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
園
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、
佐
多
岬
灯
台
を
は
じ

め
岬
の
南
側
を
一
望
で
き
る
展
望
広
場
、
あ
ず
ま
や

や
ベ
ン
チ
、
特
産
品
販
売
所
を
有
す
る
観
光
案
内
所
、

40
台
収
容
可
能
な
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
展
望
台
や
遊
歩
道
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
佐
多
岬
公
園
の
再
整
備
は
平
成
30
年
度

内
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、

公
園
内
の
一
部
立
入
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
客

の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場　

観
光
課　

℡
24
―
３
１
１
５
（
直
通
）

関係者代表によるテープカット

オープニングを飾った滑川地区女性会による木遣式典の様子

供用開始後の観光案内所公園エントランス展望広場からの眺め

佐多岬観光施設「公園エントランス」供用開始
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待ちわびた海開き

　ゴールドビーチ大浜海水浴場では７月１日、
海開きが行われました。例年より２週間ほど早
い海開きでしたが、天候にも恵まれ約200人が
海開きの合図と同時に、勢いよく海に飛び込ん
でいき海水浴を楽しみました。
　また、宝探しなど海開きイベントも行われ、
子どもたちは砂浜に埋められた宝（ピンポン玉）
を一生懸命探していました。

ゴールドビーチ大浜海水浴場

海水浴を楽しむ子どもたち

七夕飾りの贈り物

　はまゆう保育所の園児25人で作った七夕飾り
が７月１日、佐多支所や佐多診療所、郵便局など
町内13か所の事業所に届けられました。
　色とりどりの短冊には、園児たちの将来の夢や
願い事が書かれ、綺麗に飾り付けられていました。
　この取り組みは、はまゆう保育所が毎年自主
的に実施されています。
　園児のみなさん、ありがとうございました。

佐多支所に七夕飾りを届けてくれた園児

はまゆう保育所　園児25人から

地域における協力に関する協定

協定を締結した郵便局関係者と町関係者

日本郵便株式会社　町内郵便局と協定締結
　本町と日本郵便株式会社根占郵便局他５局は
７月10日、「地域における協力に関する協定」
を締結しました。
　局員の皆様が町内における業務中、高齢者や
子ども、その他の町民の異変や、道路の異常、
不法投棄等を発見した場合、本町にその情報を
提供していただき、町民が安心して暮らせるま
ちづくりに資することを目的としています。

佐多のいいところ探し

　第一佐多中学校は土曜授業を活用して７月８日、
郷土学習を開催しました。
　本町社会教育委員長及び文化財保護審議委員の
黒葛原英己さん（麓自治会）に講師をお願いし、
生徒らは佐多の自然や歴史について学習しました。
　黒葛原さんは「郷土のことをもっと勉強して、
あなたが好きな佐多を見つけましょう」と生徒ら
に話されました。

第一佐多中学校　郷土学習

第一佐多中学校での郷土学習の様子

Town's topics
ま ち の 話題
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忘れるな ヒヤリ！ ハット！の あの一瞬

　鹿児島県シルバー人材センター連合会が募集
した「安全就業標語」において野村�勉さん（馬
籠自治会）が最優秀賞に輝き、7月7日、ホテ
ルウェルビュー鹿児島で表彰されました。
　野村さんは、自分自身の就業経験から過去の
反省とシルバー会員へ安全意識を喚起するた
め、「忘れるな　ヒヤリ！�ハット！の　あの一
瞬」という句（標語）を詠まれたそうです。

安全就業標語  最優秀賞　野村　勉さん

最優秀賞に輝いた野村さん（中央）

世界とつながるボトルレター

　町子ども会育成連絡協議会は洋上体験活動を
7月23日、佐多岬沖で実施しました。この活動は、
メッセージ入りのボトルを海上に投入し、潮流
を学習したりボトルの流れ着いた地域の人々と
交流ができたらと3年前から実施されています。
　今回は52人の親子が参加し、自分たちのメッ
セージが誰かのもとに届き、そこから始まる交
流に夢を膨らませながらボトルを投入しました。

佐多岬沖の海上にボトルレターを投入する子どもたち

町子ども会育成連絡協議会　洋上体験活動

根占図書館の創立を記念して

水枝谷さんによる講話の様子

図書館まつり開催
　根占図書館で創立を記念して「図書館まつり」
が7月30日、開催され約250人の親子が参加し
ました。根占図書館は全国で４番目、九州最古
の私立図書館で明治16年の創立です。
　当日は、「南洲翁と根占」と題した町歴史研
究会副会長の水枝谷清春さん（宮原自治会）に
よる講話やリサイクルブックマーケット、根占
書籍館時代の本の展示などが行われました。

町の振興に役立てて

　大阪府堺市にお住いの曲迫�学さんから、町
の振興に役立ててほしいと７月26日、寄付金
をいただきました。曲迫さんは曲迫自治会出身
で、今回ご先祖の墓参りや同級生との交流のた
め、11年振りに帰省されたそうです。
　「佐多岬や雄川の滝が整備され、すごく良く
なっていてビックリした」と優しい表情で話し
てくださいました。

曲迫　学さんから寄付

山﨑教育長へ寄付金を渡される曲迫さん（右）

Town's topics
ま ち の 話題
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■問い合わせ先　教育委員会　℡２４－３１４３（直通）

　７月 26日、町Ｂ&Ｇ海洋センタープールで、
「町小学校水泳記録会」が開催され、神山小学校
と佐多小学校の５・６年生児童 110 人が参加し
ました。
　記録会へ向けて練習をしてきた児童たちは、
みんな元気いっぱいの泳ぎを見せてくれました。
　成績は次のとおりです。

男子優勝者
種　目 氏名（敬称略）学校名 タイム

５年 25ｍクロール 濱田　海 佐多 22秒 3

５年 25ｍ平泳ぎ 森　琢海 神山 36秒 7

５年 25ｍ背泳ぎ 濵田　勇斗 佐多 27秒 3

５年 50ｍクロール 濵田　勇斗 佐多 52秒 2

６年 25ｍクロール 山元　斗稀 神山 18秒 3

６年 25ｍ平泳ぎ 梅木　岳人 神山 28秒 5

６年 25ｍ背泳ぎ 梅木　岳人 神山 28秒 4

６年 50ｍクロール 山元　斗稀 神山 38秒 9

６年 50ｍ平泳ぎ 鈴木未来リアム 神山 63秒 2

６年 100 ｍ平泳ぎ 鈴木未来リアム 神山 131秒 5

　６月 25 日から７月 15日にかけて、第 17回肝属
地区体育大会が開催されました。
　本町代表として、13競技216人の方々が出場され、
各競技で奮闘をみせました。
　主な成績は右のとおりです。

成　績 競　技　名

優勝 軟式野球
今村　爽（小学 6年男子走り幅跳び）

準優勝
ソフトボール
カヌー男子
カヌー女子

第 3位
剣道
弓道
德留望々華（小学３年女子 800 ｍ走）

優勝した軟式野球に出場された皆さん 小学 6 年男子走り幅跳びで優勝した今村さん

女子優勝者
種　目 氏名（敬称略）学校名 タイム

５年 25ｍクロール 黒木　ゆうか 佐多 19秒 0
５年 25ｍ背泳ぎ 水谷　優羽 神山 29秒 8

５年 50ｍクロール 有村　和奏 神山 63秒 3

５年 50ｍ平泳ぎ 黒木　ゆうか 佐多 55秒 7
６年 25ｍクロール 春山　さくら 神山 20秒 4

６年 25ｍ平泳ぎ 南　葉月 神山 31秒 0

６年 25ｍ背泳ぎ 春山　さくら 神山 26秒 9

６年 50ｍクロール 日髙　詩桜 神山 46秒 4

６年 100 ｍ平泳ぎ 西廣　琴音 神山 147秒 8

※太字は新記録です

第 17回肝属地区体育大会が
開催されました

町小学校水泳記録会が開催されました

教育委員会教
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農業施設等利活用情報バンクを設置しました

■問い合わせ先　役場　経済課　℡２４－３１２８（直通）　　支所 産業グループ　℡２６－０５１１（代表）

地　区 総頭数 売却頭数 総平均 メ　ス 去　勢
根占地区 143 頭 111 頭 695,505 円 633,245 円 752,397 円
佐多地区   60 頭 39 頭 778,872 円 762,176 円 791,773 円
肝属地区   1,376 頭 1,138 頭 732,914 円 699,726 円 762,050 円

◎南大隅町最高販売価格牛の血統等
区分 父 祖父 曽祖父 日令 体重（kg） 産次 価格

根占 メス 華春福 安福久 金幸 290 325 6 1,227,000 円
去勢 華春福 安福久 金幸 279 350 8 1,041,000 円

佐多 メス 華春福 安福久 忠茂勝 289 294 受精卵移植 1,370,000 円
去勢 華春福 金幸 平茂勝 264 354 8 928,000 円

南大隅町子牛のセリ市情報〔平成 29年 7月〕

肝属全体前月比：21,137 円安
※価格は売却分（税抜価格）

　本町では、使わなくなった農業用施設（牛舎・果樹棚・ハウス等）や資機材・農業用機械（トラクター・
動力噴霧器・草刈り機等）を、必要としている農業者へつなぐため、「農業施設等利活用情報バンク」を設
置しました。
　農業施設等利活用情報バンクは、就業が困難になった農業者の施設や機械の有効活用及び就農者の経済
的負担の軽減を図り、併せて技術・経営管理・販路等の経営資産を新たな農業者等へ円滑に継承し、本町
の農業振興に資することを目的としています。
　まだ十分活躍できるのに、使わなくなってしまった農業用施設や資機材・農業用機械等をお持ちの方、
または数年後に使わなくなることが予想される方は、ぜひ「農業施設等利活用情報バンク」へのご登録を
お願いします。

◇農業施設や資機材、農業機械の所有者
　所定の登録申込書に必要事項をご記入の上、役場�経済課または支所�産業グループへ提出してください。
　※�申込書は役場�経済課及び支所�産業グループに備えてあります。また、町ホームページからもダウン

ロードできます。
◇農業施設や資機材、農業機械の利用希望者
　農業施設等利活用情報バンクに登録していただいた情報は、町ホームページで閲覧できます。希望され
る農業施設等が登録されていた場合には、役場�経済課または支所�産業グループへご連絡ください。

農業施設等利活用
情報バンク
【役場経済課】
情報の管理・提供

農業施設等の
所有者

・就業困難な農家
・規模縮小農家

農業施設等の
利用希望者

・新規就農者
・移住就農予定者

施設や機械
の登録

施設や機械
情報の提供

利用希望者
情報の提供

利用希望の
申出（※１）

当事者間での賃貸借・譲渡

※１　�町ホームページがご覧いただけない方は、農業施設等の利用希望がある旨を役場�経済課または支所�
産業グループまでご連絡ください。

◇注意事項
　◦�中古の農業施設・機械等の情報提供を行いますが、賃貸借や売
買等に関する交渉は、当事者間で行っていただきます。

　◦�当事者間で行った契約等の後に発生したトラブルの責任は、負
いかねますので予めご承知の上、ご利用ください。

　◦�町では情報の管理と提供を行いますが、登録することによって、
賃貸借や売買等が確約されるものではありません。

農業施設等利活用情報バンクのイメージ

経経済課
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企画提案型まちづくり助成事業の募集について

ブロンズ人材センター（南大隅町ブロンズ就業支援協議会）を設立しました

　町民が自ら企画・提案する事業を支援するため、「企画提案型ま
ちづくり助成事業」を実施しています。
　観光振興、特産品・新商品開発、販売促進、地域づくり、イベ
ント開催など、共生協働等に取り組みされる自治会や地区公民館、
NPO、グループ、企業を募集します。
◇助成額
　上限５０万円　助成率５分の４以内
　※予算の範囲内において、助成します。
◇募集期間　
　8月 21日（月）～ 9月 15日（金）
※�募集要綱や申請書様式は、役場�企画課及び支所�総務民生グループに備えてあります。また、町ホームペー
ジからもダウンロードできます。

■問い合わせ先　役場　企画課　℡２４―3 １１３（直通）

　本町では地方創生に向け、「ブロンズ人材センター（南大隅町
ブロンズ就業支援協議会）」を設立しました。ブロンズ人材セン
ターとは、臨時的かつ短期的な労働力が必要な事業者と労働者
となる個人を仲介する事業所です。
　「ひと」が「しごと」を呼び、「しごと」が「ひと」を呼び込
む好循環を創生し、町を活性化させることを目的としています。
　今後は労働力の需給調整だけではなく、移住・定住の支援や
サポートも行い、町の創生につなげていく計画です。
◇場所　根占川北1315－1（シルバー人材センターと同じ建物）
◇電話　２５－１３８１
◇URL　http://minamiosumi-bronze.com/

　臨時的かつ短期的に、働きたい人と労働力が必要な事業者を募集します
　ブロンズ人材センターをご利用していただくためには、仕事を依頼したい事業者、仕事を探している人、
共にブロンズ人材センターの会員になっていただく必要があります。
　登録は無料で随時会員を募集していますので、お気軽に当センターまでご連絡ください。
◇仕事を依頼したい事業者・個人
　○�仕事を依頼したい町内の事業者・個人は、会員登録していただき次第、時期・期間・人数等について、
ブロンズ人材センターと打ち合わせをしていただきます。

　〇どんな些細な仕事でもお気軽にご相談ください。
　〇仕事が完了した際は、ブロンズ人材センターへ賃金相当額をお支払いいただきます。
◇短期的に働きたい人
　○ �60 歳未満の方で、短期的な仕事を希望される方は、申込書に働ける条件等を記入の上、ブロンズ人

材センターへ提出してください。提出後、会員登録されます。
　　※町外の方は、理事会の承認を得た上で準会員となります。
　〇発注された仕事を登録いただいた会員（条件に合う方）にご紹介します。
　〇仕事は強要されるものではありません。あくまでもご自身の都合が優先されます。
　〇賃金は後日手数料を差し引き、配分金として指定された口座に振り込まれます。

事務局長の水流さんと事務員の原さん

助成事業を利用した肉月灯ステージイベント

企画課企
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健康づくり教室を開催します

ブライダルチェックプラン助成事業を実施しています

　ノルディックウォーキングとは、２本のポール（杖のようなもの）を使って歩く新しい健康法です。下
半身だけでなく上半身の筋肉など全身を使う有酸素運動で、通常のウォーキングよりエネルギーの消費量
が大きいため、運動不足解消や生活習慣病の予防効果も期待できます。
◇日時　９月７日から 11月 30日までの毎週木曜日（ただし、11月 23日はお休みです。）
　　　　午後７時 30分～午後９時
◇場所　コウフクジム（旧高崎ストアー跡　根占川南 3624―1）
◇対象者　町内に住所を有し、40歳以上の人（年齢は平成 30年 4月 1日現在）
◇募集定員　20人
◇募集期限　8月 30日（水）　ただし、定員に達し次第締め切ります。

■問い合わせ先　役場　町民保健課　根占保健センター　℡２４－３３８８（直通）

ブライダルチェック健診を
受診された北向夫妻

　本町では、町民の皆様の健康維持と増進を図るため、次のとおり健康づくり教室を開催します。ひとり
では長続きしない運動も仲間と一緒であれば楽しく続けることができます。基本的な運動機能をいつまで
も維持させるため、若いうちから適度な運動習慣を身につけましょう。
　希望される方は、根占保健センターまでご連絡ください。

ノルディックウォーキング教室

筋力アップ運動教室
　エアロビクスを取り入れた筋力トレーニングを行います。骨や筋肉のピークは 20歳代から 30歳代と言
われていますが、適度な運動で刺激を与え、適切な栄養を取ることで強く丈夫に維持されます。
◇日時　９月５日から 12月５日までの毎週火曜日（ただし、9月 19日と 10月 31日はお休みです。）
　　　　午後７時 30分～午後９時
◇場所　町体育館
◇対象者　町内に住所を有し、30歳以上 65歳未満の人（年齢は平成 30年 4月 1日現在）
◇募集定員　30人
◇募集期限　8月 28日（月）　ただし、定員に達し次第締め切ります。

　本町では、結婚された夫婦の輝かしいスタートを祝福し、夫婦共に健康で幸せな生活を送っていただく
ために、「ブライダルチェックプラン助成事業」を実施しています。
　本事業は、夫婦共に受診することを条件に、人間ドックや健康診断の受診に対し、1人当たり 5万円を
上限として助成します。ただし、オプション代金は助成対象外になります。
　愛するパートナー、家族のために、ブライダルチェックプラン助成事業を利用してください。

ブライダルチェック健診　第１号
　今年 5月にめでたく婚姻届を出された北向法隆さん・由紀子さ
ん夫妻（大浜上自治会）が、本町で初めてブライダルチェックプ
ラン助成事業を利用し、佐多診療所で健康診断及び風疹抗体検査
を受診されました。その後、根占保健センターで管理栄養士によ
る栄養指導等も受けられました。
　ブライダルチェック健診及び栄養指導等を受けられた北向夫妻
は、「健診や栄養指導を受けて、健康状態や生活習慣のことを気
にかけるようになった」「野菜を毎日食べるようになった」「夫婦
で歩くようになった」「来年から若もん健診等を受診したい」と
健康志向的な感想を話してくださいました。

保町民保健課
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町
農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
の
農
地

利
用
の
確
保
や
遊
休
農
地
の
実
態
把
握

と
発
生
防
止
・
解
消
、
違
反
転
用
防
止
・

早
期
発
見
の
た
め
、
８
月
下
旬
か
ら
９

月
下
旬
ま
で
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利

用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
農
地
へ
の
現
地
立

ち
入
り
に
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
の
際
の
立
会
い
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
後
日
、
遊
休
農
地
の

利
用
状
況
等
に
つ
い
て
聞
き
取
り
（
書

面
等
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
実
施
期
間

　
８
月
下
旬
か
ら
９
月
下
旬
ま
で 

◇
実
施
地
域

　
町
内
全
域 

◇
調
査
員

　
農
業
委
員
会

◇
調
査
対
象

　
町
内
全
農
地

　
（
重
点
的
に
要
活
用
農
地
）

　

無
断
転
用
農
地�

〇�

要
活
用
農
地
と
は
基
盤
整
備
を
実
施

し
て
い
る
田
畑
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
事
業
に
加
入
し
て
い
る
田

畑
、
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
と

な
っ
て
い
る
田
畑
で
す
。

〇�

遊
休
農
地
と
は
過
去
１
年
以
上
作
物

を
栽
培
せ
ず
、
な
お
か
つ
、
草
刈
、

荒
起
こ
し
等
の
管
理
が
さ
れ
て
い
な

い
田
畑
、
樹
園
地
で
す
。

〇�

無
断
転
用
農
地
と
は
県
知
事
等
の
許

可
を
得
ず
、
宅
地
、
倉
庫
、
資
材
置

場
（
一
時
仮
置
含
）、
造
成
地
、
進

入
路
等
と
な
っ
た
田
畑
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会

　
℡
24
―
３
１
２
８
（
直
通
）

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
農
業

委
員
会
委
員
の
選
出
方
法
が
選
挙
制
か

ら
町
議
会
の
同
意
を
要
件
と
す
る
町
長

の
任
命
制
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
（
担

い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
や
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
）
を
推
進
す

る
た
め
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

を
農
業
委
員
会
の
委
嘱
に
よ
り
設
置
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
委
員
候

補
者
に
つ
い
て
は
町
長
が
、
農
業
者
、

農
業
者
が
組
織
す
る
団
体
、
そ
の
他
関

係
団
体
か
ら
推
薦
を
受
け
た
者
や
、
一

般
的
な
募
集
に
よ
り
応
じ
た
者
の
中
か

ら
、
12
人
の
委
員
を
決
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

候
補
者
の
推
薦
及
び
一
般
募
集
を
４

月
17
日
か
ら
５
月
16
日
ま
で
受
け
付
け
、

12
人
を
選
定
し
６
月
23
日
、
町
議
会
定

例
会
６
月
会
議
に
お
い
て
議
会
の
同
意

を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
７
月
20
日
付
け

で
森
田
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
た
12

人
に
対
し
、
農
業
委
員
会
委
員
の
辞
令

を
交
付
し
ま
し
た
。

◇
農
業
委
員
会
委
員
（
敬
称
略
：
届
出
順
）

　

横
原　

洋
伸
（
川
南
自
治
会
）

　

田
淵　

哲
朗
（
大
久
保
自
治
会
）

　

富
田　

良
成
（
南
谷
自
治
会
）

　

溝
田　

耕
一
（
横
馬
場
自
治
会
）

　

橋
口　

初
男
（
浦
自
治
会
）

　

淵
𦚰　

耕
二
（
八
重
自
治
会
）

　

松
山　

和
子
（
松
山
自
治
会
）

　

後
藤　

望
（
丸
峯
自
治
会
）

　

德
留　

德
次
（
瀬
脇
自
治
会
）

　

東
山
﨑　

勝
一
（
東
山
崎
自
治
会
）

　

吉
永　

一
雪
（
垂
水
自
治
会
）

　

北
之
口　

洋
一
（
北
之
口
自
治
会
）

◇
任
期

　

自　

平
成
29
年
７
月
20
日

　

至　

平
成
32
年
7
月
19
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場　
総
務
課

　
℡
24
―
３
１
１
１
（
代
表
）

辞令が交付された 12 人の農業委員会委員と森田町長

農
業
委
員
会
委
員
が

決
定
し
ま
し
た

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調
査
）

を
実
施
し
ま
す

農

総務課

農業委員会

総
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▲ ６月１６日（金）～１８日（日），佐賀県と熊本県で行われた九州高校総体で，

出場校２６校の頂点に立ち，初の学校対抗（団体）総合優勝を果たしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                 
 

 
 

 
 
 

 

商業研究発表大会 
７/７（金） 出水市文化会館 
 

 

 

 

 

 

 

 

本校の調査研究班３年生７名の

生徒が，町や商工会と連携し４年

前から取り組んでいる佐多岬のお

土産「本土最南缶」の完成から販

売に至るまでを堂々と発表し，６位

の成績を上げることができました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年も一般飛び入り参加種

目（粗品付）が２種目あります。

地域のみなさまのお越しをお待

ちしています！ 

根占・錦江クリーンアップ作戦 6/29(木) 

全校生徒・職員で，根占海岸沿いと錦江町国道沿い歩道の清掃活動を

行いました。 

職場体験学習 ７/３（月）～７/６（木） 
２年生３８名の職場体験学習が行われました。生徒そ

れぞれが希望した職場で進路選択や職業観育成に役立

つ貴重な体験ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域企業の皆様 御協力ありがとうございました 

錦江中・田代中・田代中ＰＴＡ 訪問 

７月１１日（火）錦江中３年生と田代中ＰＴＡ，７月１４

日（金）に田代中３年生が，見学に来てくれました。 

お知
らせ
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町の人口（7月１日現在） 町
の
動
き

　
「
町
の
動
き
」
で
は
、
役
場
町
民
保
健
課
窓
口
等
で
申
出
の
あ
っ
た
方
の
み

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
方
で
も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

町社会福祉協議会  心配ごと相談日
月　日 時　間 場　所

  8 月 23 日（水） 9：00 〜 12：00 根占老人福祉センター

  8 月 30 日（水） 9：00 〜 12：00 支所会議室

  9 月   6 日（水） 9：00 〜 12：00 根占老人福祉センター

  9 月 13 日（水） 9：00 〜 12：00 支所会議室

  9 月 20 日（水） 9：00 〜 12：00 根占老人福祉センター

在宅当番医

※�諸事情により変更となる場合がありますので来院の前に
お問い合わせください。

保健・検診　■８月～９月
月　日 行事名 時　間 場　所

8 月21日（月） 複合健診 7：00 〜 旧城内小学校体育館

8 月22日（火） 複合健診 7：00 〜 旧滑川中学校体育館
みさきちゃん教室 13：30 〜 根占保健センター

8 月23日（水） 複合健診 7：00 〜 旧滑川中学校体育館
8 月24日（木） 複合健診 7：00 〜 旧宮田小学校体育館
8 月25日（金） 複合健診 7：00 〜 登尾地区集会施設
8 月26日（土） 複合健診 7：00 〜 根占保健センター
8 月27日（日） 複合健診 7：00 〜 根占保健センター
8 月29日（火） 結果報告会 13：30 〜 旧辺塚小学校体育館
8 月30日（水） 結果報告会 10：00 〜 佐多交流センター

9 月  1日（金） 結果報告会
10：00 〜 旧大中尾小学校体育館
13：30 〜 島泊体育館

9 月  4日（月） 結果報告会
10：00 〜 旧大泊小学校体育館
13：30 〜 旧竹之浦小学校体育館

9 月  5日（火） 結果報告会 9：30 〜 郡地区集会施設
9 月  6日（水） ３歳児健診 13：00 〜 錦江町保健センター
9 月12日（火） 肺がん検診 9：00 〜 根占地区巡回

9 月13日（水） 肺がん検診 9：30 〜 根占地区巡回
幼児歯科検診 13：00 〜 根占保健センター

9 月14日（木） 肺がん検診 9：00 〜 佐多地区巡回
母子相談 9：30 〜 根占保健センター

9 月19日（火） 結果報告会 13：30 〜 根占保健センター
9 月20日（水） 乳児健診 13：00 〜 錦江町保健センター
9 月21日（木） 結果報告会 9：30 〜 根占保健センター

9 月22日（金） 結果報告会
10：00 〜 旧城内小学校体育館
13：30 〜 旧滑川中学校体育館

月　日 当番医院名 電話番号
8 月 20 日 藤崎クリニック 22-2238
8 月 27 日 津崎医院 24-2153
9 月   3 日 大根占医院 22-2658
9 月 10 日 長浜医院 22-0137
9 月 17 日 じょうさいクリニック 24-2977
9 月 18 日 肝属郡医師会立病院 22-3111
9 月 23 日 肝属郡医師会立病院 22-3111

８月に納める税
◎固定資産税 ２期　◎町県民税 ２期

口座振替日は８月 25 日です

男 3,605 人
前月比 －4 人

女 4,004 人
前月比 －3 人

合計 7,609 人
前月比 －7 人

世帯 4,104 戸
前月比 －2 戸

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

都
合
に
よ
り

　
掲
載
で
き
ま
せ
ん

都
合
に
よ
り

　
掲
載
で
き
ま
せ
ん

都
合
に
よ
り

　
掲
載
で
き
ま
せ
ん
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就
業
構
造
基
本
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現
在

で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不
就
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
統
計
法
に
基
づ
き
実
施
す
る
国
の

重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、

雇
用
政
策
、
経
済
政
策
な
ど
、
国
や
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
各
種
行
政
施
策
の
企

画
・
立
案
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、
９
月

か
ら
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
書
類
を
お
配

り
し
ま
す
。
皆
様
に
よ
り
便
利
に
ご
回
答

い
た
だ
く
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
簡
単
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

総
務
課

　

℡
24
―
３
１
１
１
（
代
表
）

障
害
者
委
託
訓
練
生
の

募
集
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
左
記
の
訓
練
コ
ー
ス
を
募
集
し
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。

●
訓
練
コ
ー
ス
名
　

　

パ
ソ
コ
ン
事
務
科
コ
ー
ス

　
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
・
応
用
操
作
）

●
訓
練
期
間　
３
か
月
間

　

9
月
27
日
（
水
）
～
12
月
26
日
（
火
）

●
訓
練
実
施
場
所

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
（
鹿
屋
市
新
川
町
）

●
募
集
定
員

　

８
人

●
申
込
期
限

　

９
月
１
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

℡
０
９
９
６
―
44
―
２
２
０
６

障
害
者
就
職
面
接
会
に
つ
い
て

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
障
害
者
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。
面
接
会
に
は
障
害
を

お
持
ち
の
方
々
の
雇
用
を
検
討
し
て
い
る

事
業
所
が
参
加
し
ま
す
の
で
、
参
加
希
望

の
方
は
、
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
障
害

者
担
当
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

９
月
29
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

●
場
所

　

ホ
テ
ル
さ
つ
き
苑
（
鹿
屋
市
西
原
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
屋

　

℡
０
９
９
４
―
42
―
４
１
３
５

鹿
児
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
の
名
簿
登
録
に
つ
い
て

　

今
年
も
鹿
児
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
に
係
る
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
漁
業
法
の
規
定

に
よ
り
、
毎
年
、
漁
業
者
等
か
ら
の
申
請

に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
名

簿
に
登
録
さ
れ
な
い
と
海
区
委
員
選
挙
の

際
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

町
内
公
営
住
宅

入
居
者
募
集
に
つ
い
て

●
根
占
地
区

　

滑
川
住
宅
（
１
戸
）

　

蔵
団
地
（
単
身
用
）（
１
戸
）

　

花
之
木
住
宅
（
１
戸
）

　

す
わ
住
宅
（
１
戸
）

●
佐
多
地
区

　

上
之
園
団
地
（
１
戸
）

　

竹
之
浦
団
地
（
４
戸
）

　

郡
団
地
（
６
戸
）

　

浜
団
地
（
３
戸
）

　

大
泊
団
地
（
１
戸
）

　

伊
座
敷
団
地
（
１
戸
）

　

大
中
尾
団
地
（
３
戸
）

　

辺
塚
団
地
（
１
戸
）

●
応
募
締
切　
８
月
31
日
（
木
）

●
抽
選
日　
９
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

役
場　

建
設
課

　

℡
24
―
３
１
２
９
（
直
通
）

●
対
象
者

　

申
請
で
き
る
人
は
、
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
人
で
す
。

　

①
漁
業
を
営
む
者
（
法
人
を
含
む
）
ま

　
　

た
は
漁
業
従
事
者
で
あ
る
こ
と
。

　

②
南
大
隅
町
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
を

　
　

有
す
る
こ
と
。

　

③
１
年
に
90
日
以
上
、
漁
業
を
営
み
ま

　
　

た
は
漁
業
に
従
事
す
る
こ
と
。

　

④
平
成
11
年
12
月
６
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
　

た
こ
と
。

●
申
請
先

　

選
挙
管
理
委
員
会

　

※�

申
請
書
は
、
役
場
選
挙
管
理
委
員
会

ま
た
は
各
漁
業
協
同
組
合
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
昨
年
の
名
簿
登

載
者
に
は
８
月
下
旬
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
。

●
申
請
期
限

　

９
月
５
日
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会

　

℡
24
―
３
１
１
１
（
代
表
）

　

本
町
で
は
、
東
海
南
大
隅
会
（
会
長
：

國
分
重
人
さ
ん
）と
合
同
企
画
に
よ
る「
北

緯
31
度
か
ら
笑
い
を
発
信
し
よ
う
！
」
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

北
緯
31
度
線
か
ら
以
南
で
、
あ
な
た
の

笑
顔
を
写
真
に
収
め
、
31
文
字
以
内
の
コ

メ
ン
ト
を
添
え
て
投
稿
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
投
稿
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
10

人
に
本
町
の
特
産
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

投
稿
さ
れ
た
写
真
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限　
９
月
30
日
（
土
）

●
投
稿
先
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

　

egao@
tow
n.m
inam

iosum
i.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ
先　
役
場　

総
務
課　

　

℡
24
―
３
１
１
１
（
直
通
）

北
緯
31
度
か
ら
笑
い
を
発
信
し
よ
う
！

知お知らせ
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南
大
隅
町
に
住
民
票
を
移
し
て
か
ら
早

く
も
２
か
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

福
井
の
高
校
を
卒
業
し
た
後
、
神
奈
川
４

年
、
東
京
２
年
の
一
人
暮
ら
し
を
経
た
私

に
と
っ
て
電
車
の
音
も
車
の
音
も
な
く
た

だ
静
か
に
虫
の
声
だ
け
が
聞
こ
え
て
く
る

夜
は
、
と
て
も
心
地
良
い
も
の
で
し
た
。

　
南
大
隅
町
は
母
方
の
実
家
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
私
が
小
学
生
の
頃
は
毎
年
夏
休

み
に
な
る
と
宿
題
と
着
替
え
を
抱
え
て
祖

父
母
の
家
に
行
っ
て
は
１
か
月
間
を
丸
々

こ
の
町
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
思
い
出
深
い
町
で
自
分
の
得
意
分
野

で
あ
る
映
像
制
作
技
術
を
生
か
し
な
が
ら

観
光
の
仕
事
に
取
り
組
め
る
こ
と
を
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
先
日
南
大
隅
町
ふ
る
さ
と
検
定
を
受
け

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
町
に
は
私
の

知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
で

す
。
い
ち
早
く
町
に
馴
染
み
地
域
活
性
化

に
繋
が
る
具
体
的
な
活
動
を
行
っ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

早
朝
の
伊
座
敷
商
店
街
、
お
伺
い
し
た
の

は
『
五
月
鮮
魚
店
』
さ
ん
。『
五
月
鮮
魚
店
』

さ
ん
の
１
日
の
始
ま
り
は
朝
２
時
。「
よ
く
来

た
ね
」
と
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
の
は
佐
多

の
お
母
さ
ん
た
ち
。
す
り
身
か
ら
空
気
を
ぬ

く
、
色
を
つ
け
る
、
た
ま
ご
を
包
む
、
つ
け

あ
げ
を
と
り
あ
げ
る
。
慣
れ
た
手
つ
き
に
時

間
を
忘
れ
て
見
入
り
ま
す
。
初
め
て
食
べ
た

揚
げ
た
て
の
つ
け
あ
げ
は
、
ホ
ロ
ホ
ロ
と
や

わ
ら
か
い
食
感
と
し
っ
か
り
と
し
た
魚
の
甘

味
が
衝
撃
的
！
つ
け
あ
げ
っ
て
こ
ん
な
に
美

味
し
か
っ
た
っ
け
。
あ
た
た
か
い
郷
土
の
味

は
、
今
も
変
わ
ら
な
い
佐
多
の
お
母
さ
ん
た

ち
の
技
と
愛
情
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
向
か
っ
た
先
は
伊
座
敷
漁
港
。

夜
明
け
前
、『
清
丸
水
産
』
の
漁
船
は
港
を

出
ま
す
。
海
か
ら
見
る
南
大
隅
町
の
大
自
然

は
、普
段
見
て
い
る
以
上
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
！

徐
々
に
白
ん
で
い
く
空
の
下
、
力
強
い
手
で

定
置
網
を
引
き
ま
す
。「
も
っ
と
食
べ
ん
ね
！
」

「
持
っ
て
い
け
！
」
豪
快
で
優
し
い
佐
多
の
お

父
さ
ん
た
ち
。「
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」
朝
ご
は

ん
を
作
っ
て
帰
り
を
待
つ
お
母
さ
ん
た
ち
の

心
遣
い
。
南
大
隅
町
に
は
、
目
に
見
え
る
美

し
さ
だ
け
で
な
く
、
交
流
し
て
見
え
て
く
る

良
さ
、
あ
た
た
か
さ
が
沢
山
あ
る
な
と
感
じ

る
毎
日
で
す
！
今
回
の
内
容
は
、
無
料
周
遊

バ
ス
利
用
客
向
け
伊
座
敷
お
食
事
処
マ
ッ
プ

の
内
容
に
反
映
さ
れ
る
予
定
で
す
！

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

平
成
４
年
（
１
９
９
２
年
）
生
ま
れ
、
25

歳
。
福
井
県
敦
賀
市
出
身
。
日
本
映
画
大

学
映
画
学
部
映
画
学
科
脚
本
演
出
コ
ー
ス

１
期
卒
業
。

監
督
・
脚
本
作
品
は
自
主
製
作
映
画

『SN
O
W
G
IRL

』（
２
０
１
３
年
）、同『
弥

生
の
虹
』（
２
０
１
５
年
）、
敦
賀
市
観
光

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
『
い
つ
か
、
き
ら
め

き
た
く
て
。』（
２
０
１
７
年
）。
18
歳
の

頃
か
ら
『
２
０
２
０
年
ま
で
に
全
国
公
開

作
を
撮
る
』
と
公
言
し
日
々
奮
闘
中
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
→

http://w
w
w
.eigadaisuke.com

初
め
ま
し
て

　
７
月
１
日
付
で
地
域
お
こ
し

　
　
協
力
隊
に
着
任
い
た
し
ま
し
た

　
　
　
山
下
大だ
い
裕す
け
と
申
し
ま
す
！

伊座敷の朝を体験してきました！（有木隊員）

つけあげづくりと
定置網漁の様子です！
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大
　募
　集

総合建設業　知事登録　般　２０９号  　特

株式会社　瀬 戸 山 組
★ 土木・建築技術職員
◎ 土木や建築現場の施工管理業務です
◎ 必要に応じて資格等を会社負担で取得させます
★ 作業員
◎ 主に土木工事現場における土木作業です
◎ 普通免許以外特に何も問いません
★ オペレーター
◎ 主に土木工事現場における重機運転です

【お問い合わせ】企画営業部　TEL 0994-26-0545

※ 給与や休日等は
　 相談に応じます。
　 各種保険完備

家族葬承ります。

南大隅町根占横別府4192

℡ 0994－24－4781

作業員募集中

立木買取致します！

勤務時間　８時～17時
日給　８,５００円
休日　月平均７日程度の休み
盆・正月・ゴールデンウィーク休み

広 有料広告

肝属郡医師会立病院

お問い合わせ
総務課庶務係　ＴＥＬ ０９９４‒２２‒３１１１

急
　
募

★看護補助者【資格不要・パート可】
○介護福祉士・ヘルパー２級資格取得者  資格手当支給
○夜勤・早出・遅出手当支給 ○調整手当支給
★調理師
○調理師資格手当支給 ○早出手当支給
★調理員（契約職員・入職一年後常勤登用あり）
○早出手当支給
※すべての職種において、入職６ヶ月後  赴任手当を支給

安心の年中 365日・24時間受付
−家族葬、自宅葬から一般葬まで−

― ご家族の一人として、ご家族と共に―

なんぐう
愛・まごころ Lumiere

総 合 葬 祭

錦江町馬場 2142 番地 1（タイヨーさん隣）
℡（0994）28-3491・℡（0994）24-4444

〔JA グループ　㈱きもつき〕

真心と誠意の

有料広告募集中！
　「広報南大隅」では、掲載する有料広告を募集しています。
　広報南大隅は、フルカラーで毎月 4,000 部発行し、町内各戸へ
配布しているほか、町外の個人、町内外の官公署へ送付していま
す。

●企業、事務所、商店などの宣伝・求人広告
●臨時的なアルバイト募集（農繁期の手伝いなど）
●企業、事務所、商店などのイベント告知など様々な用途でご利用ください。

　広告掲載についての詳細は、南大隅町役場総務課へお問い合わ
せください。
【問い合わせ先】　鹿児島県肝属郡南大隅町根占川北 226 番地
　　　　　　　　南大隅町役場総務課　☎ 0994-24-3111

南大隅町元気みなぎる町民補助金を交付します
自治会活動に対する財政面での支援を強化します

　自治会の機能維持と財政的な負担軽減を図ることを目的として、自主的な住民組織であ
る自治会に対し、「南大隅町元気みなぎる町民補助金」を交付します。
　補助金の内容は次のとおりですが、不明な点や申請方法等につきましては、各自治会に
配置しております役場の地域担当職員または役場総務課までご連絡ください。
◇補助対象経費　　自治会維持経費
　※�自治会チャレンジ創生事業補助金に該当する事業は該当しません。
◇補助金の額　自治会内の世帯数１戸当たり５，０００円
　〇�平成 29年度は、平成 28年度自治会会費納入世帯数を基準とします。
　〇�平成 30 年度以降は、納入していただいた消防後援会費や地区公民館費、社会福祉協
議会費など各種負担金の算定基礎となった世帯数を基準とします。

■問い合わせ先　役場　総務課　℡２４－３１１１（代表）

■編集・発行　南大隅町役場総務課
　鹿児島県肝属郡南大隅町根占川北226番地　TEL 0994-24-3111  FAX 0994-24-3119


